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7/21(日 ) 、第 101 回全国高等学校野球選手権長野大会において、本校野球部は甲子園まで

あと一歩の、準優勝という快挙を成し遂げました。 

 決勝戦では生徒約 500 人、保護者・ＯＢなど総勢1000人の大応援団が球場に駆け付け、全員

一丸となって応援しました。初回から2点先制され、5回までに1対4とリードされていました

が、6回に一挙3点をあげ同点に追いつきました。その後は両チームあと1本が出ず、延長戦に突

入しました。そして 10 回裏2死 1,3 塁から適時打を浴びて力尽きました。 

 公立校同士の対決は 30 年ぶり、上伊那地区の高校の決勝進出は 58 年ぶりという歴史に残る今

回の戦いを通して、選手一人一人は確実に成長したとともに、私たち伊那弥生ケ丘高校の生徒たち

も一つの大きな目標に向かって全員で力を尽くすことの大切さ、素晴らしさを実感したと思いま

す。素晴らしい機会を与えてくれた野球部の諸君に心から感謝しています。 

優 勝 し た 弓 道 部 男 子 団 体  

 私たち器楽部は、女子 40

名、男子 11 名の計 51 名で毎

日楽しく練習に励んでいます。

昨年の秋の県大会で 2 位という

成果を収め、「全国コンクー

ル」と長野県代表として「２０

１９佐賀総文祭」に出場するこ

とが決まりました。全国コンク

ールでは自分たちの目標を達成

できるよう、また、総文祭では

長野県の代表として悔いが残ら

ないように精一杯演奏してきた

いと思います。 

 聴いている方々の心に少しで

も私たちの演奏が残るよう頑張

ります。    部長 羽生楓菜 

体験入学のお知らせ 

に 参 加  


